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１．調査の概要 

（１）イベントの概要 

名 称 第 39 回 小山城まつり 

内 容 

町内外の事業者や団体による物産展・バザール、ステージイベント

など、様々なイベントを開催。 

➢ 物産展、バザール 

➢ 展望台小山城を無料開放 

➢ お楽しみ抽選会 

➢ ステージイベント 

➢ ちびっこスタンプラリー   ほか 

（吉田町 Instagram及び公式チラシから引用） 

日 時 2025（令和７）年 11月 3日（月・祝）8時 30分～15時 00 分 

会 場 小山城前広場、展望台小山城 

参 加 者 数 約 25,000人 

天 候 

 雨の心配がなく、穏やかな秋晴れのなか開催された。 

 

tenki.jp「静岡(静岡県)の過去の天気」を加工して作成 

（https://tenki.jp/past/2025/11/weather/5/25/47656/） 

 

（２）調査対象 

小山城まつりの来場者 【サンプルサイズ 461 人】 

（３）調査事項 

・基本属性（性別、年代、居住地など） 

・小山城まつりに関すること（目当て、情報源、満足度など） 

・今回のお出かけ全体に関すること（行程、他の利用施設、消費額など） 

・小山城まつりへの意見・感想                    ほか 

（４）調査方法 

会場内に調査ブースを設置し、来場者にアンケートチラシ（回答フォームのＱＲコード

と景品を掲載）を配布した。回答者は自身のスマートフォンから QRコードを読み取り WEB

フォームから回答した。また回答者には後日抽選で送付する景品のほか、ダブルチャンス

としてガチャガチャにより景品を進呈した。 
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（５）配付物、掲出物 

① A5 チラシ（2000 部）、A1 チラシ（2部） 
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② 実施場所等 

会場入り口付近、本部テント内の調査ブースにおいて、アンケートチラシを配布すると

ともに、調査ブース前の立て看板にポスターを掲出した。 

 

 

調査ブースの立地 

 

 

   

調査ブースの様子 
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２．調査結果のサマリ 

昨年行った調査から回答傾向に大幅な変化は無く、メインコンテンツがきちんと訴求でき

ており、来場者が内容に大きな不満もなく満足している状態が確認できた。全体として「完

成されたまつり」であることが総括できる。吉田町在住者の来訪割合が低下したにも関わら

ず、リピーター割合が増加している点からは、まつりの存在が更に浸透してきていることが

示唆される。 

 

小山城まつりの来場者属性から見られるターゲットとしては、次のとおり整理できる。 

項目 
吉田町 

（n=327） 

県中部地域 

（n=117） 

域外 

（n=17） 

前回からの 

主な変化 

性別 女性 ― 

年代 30代～50代 40代以下 ― 

同行者 ２人～４人 少人数が増加 

 家族連れ（子供あり） 家族連れが増加 

新規/再訪 コアリピーター ７割以上がリピーター 
５回目以上のコア

リピーター増加 

情報源 広報よしだ 口コミ ― 

目当て 抽選会 バザー ― 

推奨度 推奨者が優勢、批判者は 15％程度 ― 

利用施設 周辺店舗（次いで吉田公園） 遠隔地が増加 

来場手段 自家用車と徒歩 自家用車  自家用車が増加 
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３．調査結果の詳細 

（１）来場者の属性 

① 居住地 

➢ 昨年から割合は２ポイント低下したものの、「吉田町」が 71％と昨年同様に最も多

かった。 

➢ 「静岡県中部地域」は 25%であり、吉田町を含めると 96％が「県中部地域」からの

来訪であった。 

➢ 回答数が少ない居住地が多く存在するため、以降の分析では、「吉田町」、「県中部地

域（吉田町を除く５市１町）」、「域外」でデータを区分することとする。なお「域外」

は回答が 17件と少数のため参考値として確認されたい。 

 

居住地別回答数及び回答割合 

 

 

居住区分別回答数及び回答割合 

 

         ※県中部地域は吉田町を除く 
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② 性別 

➢ 「女性」が 71％、「男性」が 28％ の構成となった。昨年から構成比に大きな変化は

見られなかった。 

➢ 居住区分別の比較においても、明確な差は見られなかった。 

 

性別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・性別回答数及び回答割合 
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③ 年代 

➢ 「40 代」が 25%と最も多く、次いで「30代」が 21%、「50 代」が 17%であった。 

➢ 昨年に比べ 20代以下の割合が４ポイント増加した。 

➢ 域外からの来訪は主に 40代以下の層であった。 

 

年代別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・年代別回答数及び回答割合 
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④ 同行者の人数（回答者本人を含む） 

➢ 昨年より「２人」の割合が３ポイント増加し、30%と最も高くなった。次いで「３人」

が 25%、「４人」が 17%となったほか、「１人」、「５人」での来訪も 10%存在した。 

➢ 居住区分別の比較において、明確な差は見られなかった。 

 

同行者人数別回答数及び回答割合 

 
 

 

 

居住区分別・同行者人数別回答数及び回答割合 
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⑤ 主な同行者 

➢ 「家族・親族（小学生以下の子供あり）」が、昨年より３ポイント増加し 56%と最も

多く、次いで「家族・親族（小学生以下の子供なし）」が６ポイント増加し 25％で

あった。「友人・知人」は昨年より５ポイント減少し７％であった。 

➢ 居住区分別の割合に明確な差は見られなかった。 

 

同行者種類別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・同行者種類別回答数及び回答割合 
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（２）小山城まつりに関すること 

① 小山城まつりへの来訪回数 

➢ 昨年も最も多かった「５回目以上」が、更に７ポイント増加し 65％となった。吉

田町在住者の来訪者割合は昨年より減少した一方で、コアリピーターの割合は増

加した結果となった。 

➢ 町外からの来訪者においても、中部地域が 73%、域外が 88%と大多数がリピーター

であった。 

 

来訪回数別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・来訪回数別回答数及び回答割合 
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② 小山城まつりを訪れるきっかけとなった情報源 （複数回答可） 

➢ 「広報よしだ」が 49％と最も高く、次いで「ポスター・チラシ」が 30%、「家族や友

人・知人の口コミ」が 27％となった。 

➢ 昨年同様、ポスター・チラシ及び広報よしだといった、町内住民に訴求しやすい媒

体の効果が認められる一方で、口コミによる訴求が一定程度行われていることが、

改めて確認できた。 

 

情報源別回答割合（今年） 

 

 

情報源別回答割合（昨年） 
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➢ 居住区分別では、吉田町は「広報よしだ」が 65%と最も多く、県中部地域は「口コ

ミ」が 39%と最も多くなった。 

 

居住区分別・情報源別回答割合（吉田町） 

 

 

居住区分別・情報源別回答割合（県中部地域） 

 

 

居住区分別・情報源別回答割合（域外） 
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③ 小山城まつりの目当て （複数回答可） 

➢ 「お楽しみ抽選会」が 63％と最も高く、次いで「ブース出展（特産品バザール等）」

が 54％、「ステージ」が 25%、「子ども向けスタンプラリー」が 24％となった。 

➢ 「特殊車両展示」は昨年から４ポイント増加した 15%となり、消防・警察に加え自

衛隊が追加された新規取組みの影響が考えられる。 

 

目当て別回答割合（今年） 

 

 

目当て別回答割合（昨年） 

 

※「ブース出展（藤枝 MYFC）」は昨年のみ実施 
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➢ 居住区分別では、吉田町は「お楽しみ抽選会」が 75%と最も多く、県中部地域は「ブ

ース出展（特産品バザール等）」が 65%と最も多くなった。 

 

居住区分別・目当て別回答割合（吉田町） 

 

 

居住区分別・目当て別回答割合（県中部地域） 

 

 

居住区分別・目当て別回答割合（域外） 
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④ 小山城まつりの親しい知人への推奨度 

➢ 推奨者（９～10 点）の割合から批判者（０～６点）の割合を差し引いたＮＰＳ（Net 

Promoter Score）は昨年を上回る 33.2となった。 

➢ 「４点」以下の回答割合は全体の 4%とわずかであり、「５点」、「６点」をあわせた

「批判者」の割合は 15%であった。 

 

推奨度分布（今年 ＮＰＳ：33.2）      推奨度分布（昨年 ＮＰＳ：30.4） 

           

 

 

推奨度別回答数及び回答割合 
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（３）今回のお出かけ全体に関すること 

① 利用施設 （複数回答可） 

➢ 「会場周辺の飲食店や土産店」が 47％と最も高く、次いで昨年より５ポイント増加

した「県営吉田公園」が 18％であった。そのほか「松浦食品」や「北オアシスパー

ク」といった遠隔地も昨年より割合が増加した。 

➢ 「利用していない（する予定はない）」は 28％と昨年より４ポイント減少した。 

 

利用施設別回答割合（今年） 

 

 

利用施設別回答割合（昨年） 

 

  



18 

 

➢ 居住区分別の比較においては、明確な傾向の差は見られなかった。 

 

居住区分別・利用施設別回答割合（吉田町） 

 

 

居住区分別・利用施設別回答割合（県中部地域） 

 

 

居住区分別・利用施設別回答割合（域外） 
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② １人あたり消費額 

➢ １人あたり消費額は、会場内が 899円、会場外が 456 円、合計が 1,355 円となっ

た。 

➢ 昨年より合計額は 75円の微増となったが、ほぼ変化はないものと考えられる。 

 

項目 今年 昨年 

合計額 1,355円 1,280 円 

うち会場内 899円 808 円 

うち会場外 456円 472 円 

 

 

➢ 会場内の消費額の分布は、０円超 1,000 円以下が多く、中央値は 667 円であった。

2,000 円を超える消費は 24件であり、最大値は 6,000円であった。 

➢ 会場外の消費額の分布は、０円が 180 件（39%）と最も多く、次いで 500 円以下が

160 件、中央値は 233円であった。2,000 円を超える消費は 13件であり、最大値は

5,000 円であった。 

 

１人あたり消費額頻度分布（会場内）     １人あたり消費額頻度分布（会場外） 

   

 

※本調査では、消費額が過大となる問題を回避するため、項目ごとに「消費した合計額」と「当該金額が何人

分か」に分けて質問し、１人あたりの消費額を算出している。分析にあたり、「消費した合計額＞０円」かつ

「当該金額が何人分か＝０人」の回答については、金額を０円に補正した。 
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③ 会場に辿り着くために使用した主な交通手段 （複数回答可） 

➢ 昨年も最も多かった「自家用車」が、更に６ポイント増加し 71％となった。次いで

「徒歩」が 19%であり、「無料シャトルバス」は５%に留まった。 

 

交通手段別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・交通手段別回答数及び回答割合

 

  



21 

 

（４）小山城まつりへの意見感想 

① 特に良かったこと 

 出店、ステージイベント、抽選会といった、主要コンテンツがきちんと訴求できてい

る。また形容詞、動詞では「楽しむ」、「買う」要素が表れており、小山城まつりが物産

を中心とした地域のまつりとして愛されている様子が伺える。 

 

➢ 出店、出展、ブース（31件） 

・・・色んな分野の出店があり楽しめた、地元のお店が出店している 

➢ ステージ、ステージイベント（23件） 

 ・・・様々なステージイベントがあって飽きることがなかった 

➢ 抽選、抽選会（13件） 

 ・・・抽選会、愛カード抽選 

➢ 楽しい（25件）、楽しめる（８件）、買える（７件） 

 ・・・色々な子供が出来る体験が楽しかった、特産品が買える 

 

 

【ワードクラウド図】 ※青字･･･名詞、赤字･･･動詞、緑字･･･形容詞 

 

 

出典：ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析 

（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 
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② 不便・残念だったこと 

 駐車場の少なさ及び距離に対する意見が多数を占め、またシャトルバスの本数や停車

場所に関する意見など、アクセスに関する要望が多かった。一方で、現実的に対策可能

な少数意見としては、「並んでいる列が何の列かわからない」、「会場内配置図の入手方法

が分からなかった」といったものが挙げられる。 

 

➢ 駐車場（80件）、少ない（19件）、遠い（７件） 

・・・駐車場が少ない、遠い 

➢ シャトルバス（７件） 

 ・・・シャトルバスの乗り場、本数が少ない 

 

 

【ワードクラウド図】 ※青字･･･名詞、赤字･･･動詞、緑字･･･形容詞 

 

出典：ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析 

（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 
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（５）推奨度と主な設問の相関関係 

「小山城まつりを親しい友人や同僚に薦める可能性は 10 点満点中の何点ですか」の設

問について、ＮＰＳの算出方法に準じて、回答者を「批判者（０～６点）」「中立（７～８

点）」「推奨者（９～10 点）」の区分に整理し、ＮＰＳ及び推奨度区分と他の設問の回答内

容を比較した。なおＮＰＳは回答数が少ないほど極端な数値を取る傾向があるため、回答

数が少ない項目には言及しない場合がある。 

 

① 推奨度 × 居住地 

➢ 昨年は吉田町の居住者、県中部地域の居住者、域外の居住者の順に、吉田町から離

れた地域に居住しているほど、推奨度が高くなる傾向が見られていたが、県中部地

域のＮＰＳが 23.1 ポイントと大幅に上昇し、38.5と居住区分別で最高となった。 

 

居住区分別ＮＰＳ及び推奨度区分構成比 
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② 推奨度 ×来訪回数 

➢ 昨年は来訪回数によりＮＰＳの値にバラツキが見られたが、昨年の値が低かった

「初めて」及び「４回目」が大幅な伸びをみせ、いずれの来訪回数区分からも一定

の推奨意向が認められた。 

 

来訪回数別ＮＰＳ及び推奨度区分構成比 
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③ 推奨度 × 年代 

➢ 昨年よりも全体的にＮＰＳの値は平準化され、年代を問わず一定の推奨意向が認め

られたものの、「20 代」については昨年に引き続き他の年代と比較し低い値を示し

た。 

 

年代別ＮＰＳ及び推奨度区分構成比 
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４．小山城まつりに関する検索等 

（１）インターネット（Google トレンド） 

➢ 「小山城」の検索の検索動向は、桜の開花時期と小山城まつりの開催時期に高まる傾

向がある。今回の小山城まつり開催時期においては、2022年開催、2023年開催をピー

クに低下傾向ではあるものの、2025 年は、2024 年には見られなかった夏季のアクセス

が比較的発生していた。 

 

 

出典：Google トレンドを用いて当財団調べ 

（期間：2022年 10月１日～2025年 12月２日） 

     ※折れ線グラフは最高値を 100とした検索総数の相対値をグラフにしたもの 

 

  

2022 年開催時 
桜 

2023 年開催時 2024 年開催時 2025 年開催時 
桜 桜 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 39回 小山城まつり 

来場者アンケート調査等 

報告書 

 

 

2026（令和８）年１月 

 

公益財団法人するが企画観光局 

（地域ＤＭＯ） 

 

〒420-0837 静岡市葵区日出町１－２ TOKAI日出町ビル９階 

ＴＥＬ 054-204-6677（調査分析グループ） 

ＦＡＸ 054-205-3639 

Ｍ Ａ Ｉ Ｌ info@suruga-mtb.or.jp 

 

 

⚫ 本資料の数値を引用する場合は、「出典：公益財団法人 するが企画観光局 “調査名”」を明示してください。 

⚫ 報道・メディア媒体への掲載については、（公財）するが企画観光局 事業部 調査分析グループまでお問合せく

ださい。 

⚫ 本資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、閲覧者が本資料を用いて行う一切の行為について、

何ら責任を負うものではありません。 

⚫ 集計事項により十分な回答数が確保できない場合もあるため、データ精度（標準誤差）にご留意ください。 

mailto:info@suruga-mtb.or.jp

